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1. はじめに 

 モータリゼーションが先⾏し，現在公共交通整備
が進む途上国都市では，公共交通とその周辺の道路
とくに歩⾏空間と⼀体となった整備が⾏われていな
いところが多く，⾃家⽤⾞利⽤に依存する都市構造
に変化があまり⾒られていないのが現状である． 
都市構造と交通特性の関係を扱った既往研究では，

都市の人口密度と一人当たりの自動車走行台キロの

負の相関を示した Newman ら(1999)1)をはじめとし

て，都市構造の指標として人口密度を用いたものが

多い．Kathuria ら(2019) 2)はインドの BRT 駅周り

における歩行環境が BRT 利用に影響すると明らか

にしたが，歩行空間が都市間で比較され，都市の交通

特性への影響を考察した研究は少ない．そこで本研

究では公共交通が整備途上のアジア都市の歩行空間

に着目し，都市間比較できるよう数値化した歩行空

間特性と都市の交通特性との関係を明らかにするこ

とを目的とし，歩行空間を都市構造の指標として捉

えることへの考察を行った．対象都市は，バンコク，

ジャカルタ，ビエンチャン，ホーチミン，昆明とした． 
 

2. 歩⾏空間評価および特性の把握 
歩⾏空間の実態を評価し，都市を表す指標として

の数値化した歩⾏空間特性を得る．評価対象は主要

鉄道駅やバスターミナルを中心とする半径 400 メー

トル範囲とし，公共交通のアクセス，イグレスの手段

としての歩行空間を評価した．評価項目は現地踏査

をもとに幅員，連続性，緑陰，歩道の有無，交通量の

５つを設定し，複数都市で評価することを前提とし

た普遍的かつ，Google マップのストリートビューで

判断可能な基準を用いて，各指標につき 3 段階で評

価した．評価結果より都市全体における各指標の平

均スコアを算出し，レーダーチャートに示した(図１)．
交通量を除いた歩行空間そのものの指標全てにおい

て昆明が高得点で，バンコクは比較的スコアのバラ

ンスが良く，ホーチミン，ビエンチャン，ジャカルタ

は指標ごとでスコアのばらつきが見られた． 

 
図 1 各都市の平均スコアを⽤いたレーダーチャート 
 

3. 交通特性推計 
各都市での既往交通調査報告書をもとに，車両保

有台数，自動車・オートバイの車両走行台キロ，自動

車分担率，公共交通分担率を推計した(表 1)．バンコ

クは自家用車利用依存傾向も強いが，それと同時に

公共交通へもトリップ分担が起こっていると言える． 

表 1 各都市の交通特性 

キーワード 歩行空間，都市構造，交通特性，途上国都市 

連絡先 〒240-8501 神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-5 横浜国立大学交通と都市研究室 TEL045-339-4039
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4. 歩⾏空間特性と交通特性の関係 
歩⾏空間の評価結果および交通特性のデータを最

⼩値が 0，最⼤値が 100 となるよう標準化し，この
値を⽤いて主成分分析を⾏ない，個々の要因の影響
度を考察した．そして各特性の第１主成分軸と主成
分得点を⽤いて描いた都市の散布図を図２に⽰す．
縦軸は交通特性軸で正値は公共交通指向，負値は⾃
家⽤⾞指向の傾向を⽰す．横軸は歩⾏空間特性軸で
正値は歩⾏空間の質，負値は量の充実傾向を⽰す．軸
の中央に近いほど，歩⾏空間指標の平均スコアの⾼
低によらず中⽴的な傾向を⽰すが，本研究では⽐較
的平均スコアの⾼いバンコクが中央付近に位置した． 

 
図 2 歩⾏空間・交通特性第１主成分を⽤いた散布図 
 図２より都市の位置関係がやや上に凸の形状をし
ており，歩⾏空間の質と量の充実がバランスよく図
られているほど，⾃家⽤⾞指向が緩和され，公共交通
指向が⾼まる可能性があるといえる．これより歩⾏
空間の整備⽅針について，歩⾏空間特性軸において
原点に近づくようにすること，すなわち現状の良い
⽅にもう⼀⽅を揃えるような整備をすることが公共
交通指向につながるといえる．例えば歩⾏空間指標
の平均スコアが総じて⽐較的低く，歩⾏空間の傾向
として質的充実を⽰すジャカルタでは，歩道の確保
や幅員の拡幅といった量的充実を優先して⾏うこと
が必要だと考えられる．⼀⽅，同様にやや質的充実を
⽰す昆明では，歩⾏空間指標の平均スコアが⾮常に
⾼いが著しい公共交通指向を⽰しておらず，歩⾏空
間の充実以外の要因が⼈々の交通指向に⼤きく影響
していることも考えられる． 

5. 結論 
歩⾏空間における質と量のバランスの良い充実が

交通指向に影響を与えうることがわかり，都市の歩
⾏空間指標がアジア都市における基盤整備の重要な
要素として捉えられる必要があるといえる．歩⾏空
間と⼈々の交通⾏動の関係性を反映した，都市間で
⽐較可能な指標値を⽤いて都市をより多⾓的に評価
していくことに意義があると考えられる． 
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